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               納涼祭反省会議事録 

 

                                   2014 年 7 月 30 日 

 

○ 設営について 

● 皆さん慣れてきて作業がとてもスムーズだった。途中で休憩をとることもでき、それでもだ

いたい２時間ぐらいで終わった。 

● 適切な水分補給への配慮があり良かった。 

● 朝９時にはもうかなり気温も上がっている。例えば７時ぐらいから準備を行うなど、屋上開

催を続けていくうえで、設営開始時間の見直しが必要ではないか。 

 

○ 後片付けについて 

● 例年テーブルに食べ残し、飲み残しが多く、生ごみの片付けが大変だったが、今年は少なく

片付けがとても楽だった。 

昨年より、つけもの・枝豆・スイカなどを各テーブルに置かず、食べたい人が取りに来るこ

とにして、より食べ残しが減ったように思う。又、住民の方が各自ごみを持ち帰ってくれた

のでありがたかった。今後もこのような状況が続くよう、啓蒙活動を続けていきたいと思う。 

 

○ メニュー・調理・売り場などについて 

● 今年はすべて１階で調理し、屋上では温めて提供するだけにした。その結果調理時間が大幅

にかかり、納涼祭開始時間までにすべて終わらなかった。 

● 火力、調理器具の台数のことなども考えると、調理開始時間を１時間は早めたほうがいい。 

● 飲み物の売り場の担当者が少なく大変だった。売り場の人を増やしてほしい。 

● 売り場に人を配置するのが遅くなってしまい、予定していた人が別の売り場にまわるなどで

飲み物に人がいかなかったことも影響したと思われる。 

 

☆やきとり・味はとてもよかった。 

・塩気が少し足りない？ 

・完全に火の通ってない肉もあった。 

・１カップ分の盛りが多かった。はじめに盛り付けた時、予定では１人前 

 ２００ｇだったのに１５０ｇしかなかったので多めに入れた。 

結果、チケットを購入していたのに返金した方がでてしまった。 

・串がないので、楊枝などを用意しておいてもいいのでは？ 

 

☆焼きそば・とてもおいしかった。 

・麺は、１人前１つではなかったのだが、作り手に伝わっていなかったので 

足りなくなってしまい、途中で麺だけ買い足した。毎年確認したほうがよい。 

・人参とピーマンは役員で切っているが、太さがバラバラだった。できれば 

麺の太さに揃えてほしい。 

     

☆フランクフルト・例年屋上で焼いていたが、うまく火が通らないこともあった。今年は 

         先に一度焼いておいたのでおいしくできた。 

もう少し全体的に焼き色がつくように焼けるともっとよかった。 

 

    ☆握り寿司・とてもいいネタでおいしかった。 
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    ☆ビール ・暑さのせいか当日売りも多く、足りなくなって買い足した。 

 

    ☆ジュース・種類が少なかったのですぐ売り切れてしまい買い足した。（お茶が多かった） 

          銘柄も三和さんにお任せではなく、こちらから指定したほうがいいのでは 

          ないか？（子供達の好むものを考慮する必要あり） 

 

○ 福引き抽選について 

● 昨年抽選箱の隙間に抽選券が入ってしまったトラブルがあったので、今年は隙間のないもの

を用意した。 

当選本数も増やし、抽選券を入れたが当たらなかったのは５名だけだった。（残りは未投入）

毎年１０４号室の高橋さんが野菜を提供してくれて、特別賞とし福引抽選に入れていたが、

今年は抽選とは全く別にして「早い者勝ち」で配った。抽選と別にしたので、当たった人も

もらうことができてよかったと思う。 

 

○ その他 

● 今年は小さいお子さん（お孫さん？）が多くいてよかったのだが、子供さんに渡せるような

お菓子などがなく残念だった。来年への課題としたい。 

● 今年はイベントの時間が例年より３０分早かったので、終わってから抽選会まで間延びした

感じだった。 

● 八王子・立川の両方の花火を楽しめる時間があり良かった。 

● イベントの和太鼓の演奏はよかった。又、近隣からの苦情もなくよかった（今年は近隣住宅

に案内状を作り配布した）。 

● 一人何役もやることになり大変だった。役を分散してほしい。 

● 受付で、当日売りのチケットを何時まで売っていいのか？また、商品が残っているのかわか

らず不安だった。 

● 今年は残った商品を抽選会前に売ってしまったが、予約分も合わせ、販売・引き換え終了時

間を決めたほうがいいのではないか？ 

● 抽選会の時間をしっかり告知したほうがいい。 

● 抽選会が終わると納涼祭も終わりという雰囲気になり皆さん帰ってしまう。もう少し遅くし

てもいいのではないか？（例年８時ぐらいから始めている） 

● 慰労会の準備を誰がするのかわからなかった。昨年も同じようなことが反省点としてでてい

るので、来年は 1 回めの実行委員会の時に決めてしまったほうがいいのではないか。 

● 今年は当日のお手伝いの方が多くとても助かった。 

● 実行委員会方式は、役員だけでは開催が大変になっている納涼祭を、今後も継続していくた

めにできたものなので、住民が高齢化していく中、より多くの住民の方に実行委員として参

加してもらいたい。特に若手の実行委員を増やすにはどうしたらいいか・・・ 

地道に声掛けをしていくなど皆さんで考えていきたいと思う。 

● 全体的に住民どうしの結束もあり、とてもいい自治会だと思う。納涼祭や他の行事などで、

これからもみんなでつながりがもてる住宅にしていきたい。 

 

 

皆さんのおかげで、今年の納涼祭も無事終えることが出来ました。 

暑さの中、準備に携わった方達が事故など何事もなく終わりよかったです。皆さんのご協力

に感謝します。ありがとうございました。 


